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45    27.8
52   32.1
41   25.3
24   14.8
30    18.6
59    36.6
46    23.6
26    16.1
2.結婚 未婚
既婚
37   23,1      138.2
123   76.9     146    91.8
3.末子年令
社会人             14  9.3   23  14.5
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61    39.9
51    33.3
22    14.4
19    12.4
8.休日の自由時間



































































.235 8,877  ** ,234
.428  6.410      *  .199
,33412.277 *** .275
.31711.172 *** .263
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表4 目的変数と中学校時代のスポーツ経験のクロス集計結果
男子 女 子
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.248 9.086  ** .238
.27412.155 *** .275
.291 14.587 *** .300
.341 10.041 ***  .249
。38811.480 *** 。266
.37714.391 *** 。298





































,232 10.606    **  .263
.34713.727 *** .302
.31811.899 *** .281








































.36912.732 ***  。286
.380 18.145  ***  。342
.352 14,073  ***  ,301
.48817.142 *** .333
.47017.556 *** 。338
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表8 目的変数と説明変数との連関
説 明 変 数
男子 女子
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得難いという弱点を持つため,正確なデータを得るための研究方法の検討を今後の課題としたい。
また,23才以降のスポーツ経験の細分化の必要性も感 じており,今後の課題としたい。
本研究では山口県教育委員会のご理解を得て,調査データを使用させて頂いた。ここに記 して謝
意を表する次第である。
注
注1) この調査は山口県教育委員会の依頼により山口大学教育学部岡村豊太郎,遠藤勝恵の両氏
がフィシュベインの「行動意図予測モデルJなどを参考にしながら作成 した調査票を使って
行われた。
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